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研究成果の概要（和文）：監視療法の適応症例を含んだ前立腺癌患者において、術前MRIと前立腺全摘後の病理
所見とを詳細に比較した。その結果、MRIで明らかな所見が見られない領域においても臨床的に予後を規定する
と思われる重要な癌が存在することがわかった。つまり、MRIのみに基づいて監視療法を遂行するのは、現時点
ではまだ危険だと判断できる。

研究成果の概要（英文）：Comparison between MRI and pathological findings showed that there are 
significant cancers that clinically determine prognosis even in areas where no clear findings are 
found on MRI. In other words, performing active surveillance based solely on MRI is still dangerous 
at this time.

研究分野： 泌尿器科癌

キーワード： 前立腺癌　監視療法　MRI

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
より安全性を担保した監視療法プログラムには、現時点では再生検が必要である。今後は遺伝子を含めた新規バ
イオマーカー、新規画像検査の発展が待たれる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
(1) PSA（前立腺特異抗原：Prostate Specific Antigen）の登場と普及によって、早期の前立腺
癌が多く発見されるようになってきた。しかし一方、過剰診断・過剰治療が大きな問題となって
表出してきた。前立腺癌には多くのラテント癌、すなわち前立腺癌以外の死因で死亡した人
のなかで、かなりの割合（70 歳以上では約 30-50%）の人が前立腺癌を持っていることが知ら
れている。つまり、前立腺癌の多くは生命予後を障害しないと考えられる。そのような観点か
ら、現在の前立腺癌治療は過剰であると考えられる。前立腺癌の根治療法（手術、放射線治
療）には当然コストが発生する。また、治療後の副作用も決して少なくない。 
その過剰治療に対する現実的な解決策の一つが、治療を先延ばしにするという監視療法で
ある。 
 
(2) 残念ながら前立腺癌の病勢を的確に表すバイオマーカーは存在しない。そのため従来の
監視療法プログラムでは、安全性のためには定期的な針生検で組織学的に調べることが必
須である。しかし、前立腺針生検は疼痛や感染症、出血のリスクを伴った侵襲的な検査であ
るため、患者はなかなか受け入れにくい。それが監視療法が一般化しない大きな要因である
と考える。 
一方、近年の画像検査の進歩はめざましい。前立腺癌診断においては、MRI 検査で病巣の
部位がかなりの確率で診断可能となってきている。前立腺での MRI 所見は PIRADS(Prostate 
Imaging-Reporting and Data System)カテゴリー1 から 5 までで分類される。カテゴリーの数値
が高いほど癌の確定診断に近づくように設定されている。そこで、監視療法での生検の代用
として MRI 検査が有用であれば、患者にとってのメリットは計り知れない。また、監視療法を
選択する患者数も増加することは間違いない。 
 
 
２．研究の目的 

まず前立腺全摘標本での病理所見と、その術前の MRI 所見を比較する。それによって MRI
所見がどの程度病理学的所見、特に臨床的に重要な癌を検出しうるのかを評価する。それら
のデータをもとに、MRI 検査を併用することによって監視療法プログラム中に安全性を担保し
ながら前立腺生検頻度を減らすことができるかどうかを検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 前立腺全摘標本と術前 MRI 所見の比較 

MRI 撮像後に前立腺全摘除術を実施した患者の術後全割標本で、MRI 所見が実際の病理
所見をどの程度反映するかを調査する。 
MRI 所見における、PIRADS カテゴリー1 および 2 の部位、すなわち悪性の所見がないと考え
られる領域と PIRADS カテゴリー3 以上の部位での病理像を比較検討する。 
 
(2) 監視療法患者での MRI 評価 

監視療法プログラム(PRIAS study)の患者で、定期的生検前には MRI を撮像し、その後プ
ロトコール生検を実施する。MRI 所見と生検の病理所見を比較することで、MRI 検査の精度
（陽性・陰性的中率）を評価する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 前立腺部位別の PIRADS カテゴリー分布 

前立腺は大きく分けて 2 つの領域に分類される。尿道に近い内部は移行域(TZ: transition 
zone)、前立腺の外周を形成する部分は辺縁域(PZ: peripheral zone)として区分けされて
いる。 
全摘標本の解析では、術前 MRI で PIRADS カテゴリー1 または 2 の部位は、辺縁域では
16%、移行域では 35%であった。（図 1）移行域と辺縁域で PIRADS カテゴリー1,2 の分布が
異なることが判明したことは初めての知見である。このことは非常に示唆にとみ、今後の
MRI 所見とその判定に影響を与えるものと考えられる。 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 部位別 PIRADS カテゴリーと前立腺癌悪性度 
重要な所見として、辺縁域で癌陽性となった MRI 部位では、高確率に臨床的に重要な癌（生
命予後に関わると考えられる癌：前立腺癌の悪性度の指標である Gleason score が高値、あ
るいは、癌の腫瘍量が多い(0.5ml 以上)もの）が発見された。一方、移行域では癌陽性率は低
かった(Table. 1)。ここでもやはり前立腺の部位（移行域と辺縁域）では MRI 所見と組織学的
所見の齟齬があることがわかった。すなわち、辺縁域の癌では、MRI カテゴリー1,2、つまり
MRI では悪性所見のない箇所でも、臨床的に悪性度の高い重要な癌が潜んでいることがわ
かった。 

 
(3) PIRADS カテゴリーと組織型 

さらに今回判明した新たな知見として、PIRADS カテゴリーと組織型がある。具体的には、
PIRADS カテゴリーと篩状腺管(Cribriform)の存在率が相関していることもわかった。(Table. 2) 

現在まで MRI 所見と前立腺癌の組織型の関連を見た報告はない。篩状腺管は悪性度が
高いものとして知られており、その存在が PIRADS カテゴリースコアによって予測できるとした
ら術前評価が非常に確実なものになるだろう。 
 
(4) 監視療法での MRI 評価 

これに関しては、本研究期間中での症例数が少なかったため、正式な評価をするまでには
至っていない。現在は症例集積中である。 

 
(5) 結論と今後の展望 

前立腺全摘標本と術前 MRI 所見との比較の結果より、MRI 所見は前立腺の部位によって
異なること、また組織型をある程度反映していることがわかった。一方、MRI で検出できない
部位にもある一定の割合で、臨床的に重要な癌が存在することもわかった。つまり現段階で
は MRI 検査だけでは、前立腺癌の本来の悪性度は完全には評価できないこと、すなわち MRI
の限界も明らかとなった。その結果より、現時点では監視療法プログラムにおいては MRI の
みでは、安全に生検を省略できないだろうと考えられる。今後は実際の監視療法患者につい
て症例を集積の上で再検討を行う予定である。 
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